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愛
知
県
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
皆

様
に
は
、
本
県

の
教
育
活
動
の

充
実
に
格
別
の
お
力
添
え
を
賜
り
、

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
県
で
は
昨
年
度
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
本
格
着
工
、
国
産
初
の

ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
ア
メ
リ

カ
で
の
試
験
飛
行
開
始
な
ど
、
日
本

の
未
来
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
今
後
も
着

実
に
産
業
力
、
経
済
力
、
文
化
力
、

人
材
力
、地
域
力
を
高
め
る
こ
と
で
、

ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に
導

き
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
本
県
で
は
「
あ

い
ち
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
推
進
事
業
」
を

開
始
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
と
は
、

Science

（
科
学
）・T

echnology

（
技
術
）・Engineering
（
工
学
）・

M
athem

atics

（
数
学
）
の
略
で
、

こ
の
４
分
野
に
関
す
る
教
育
課
程
の

研
究
や
教
員
の
教
材
開
発
支
援
な
ど

を
関
係
大
学
や
企
業
、
研
究
機
関

等
と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
も
の
づ
く
り
愛
知
」
の
未
来

を
担
う
実
践
的
な
理
数
工
学
系
人
材

の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
に
は
個
々
の
状

況
に
応
じ
た
多
様
な
学
び
を
可
能
と

す
る
本
県
県
立
高
校
初
の
、
昼
間
部

と
夜
間
部
の
二
部
制
単
位
制
の
定
時

制
高
校
「
愛
知
県
立
城
北
つ
ば
さ
高

等
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。
今
後

も
個
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
教
育

を
充
実
さ
せ
、
一
人
一
人
の
個
性
や

可
能
性
を
伸
ば
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
県
の
諸
施
策
に
対
し
、
ど
う
ぞ

今
後
と
も
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

半
田
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

渡
邉
と
申
し
ま

す
。皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
本
県

公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
校
生
活
の
３
年
間
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
将
来
の
夢
を
描
き
、

目
標
に
向
か
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
大
切
な
時
期

で
す
。
何
を
目
的
と
し
、
何
を
実
現

す
る
た
め
に
進
学
す
る
の
か
、
あ
る

い
は
社
会
に
で
る
の
か
を
見
据
え
て

行
動
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
自
分

の
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な

自
分
自
身
を
客
観
的
に
見
つ
め
る
こ

と
が
で
き
る
能
力
を
調
べ
て
い
た
と

こ
ろ
、「
メ
タ
認
知
能
力
」
と
い
う

言
葉
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
「
メ
タ
認
知
」
と
は
、
簡
単
に
言

う
と
「
第
三
者
の
目
で
、
自
分
を
客

観
的
に
見
る
」
こ
と
で
す
。
メ
タ
認

知
能
力
を
身
に
つ
け
る
と
、
冷
静

な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
が

今
、
何
を
や
っ
て
い
る
か
が
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
何

を
す
べ
き
な
の
か
が
分
か
り
ま
す
。

自
分
の
目
標
を
広
く
高
い
視
点
で
判

断
し
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

と
、
途
中
で
失
敗
や
停
滞
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
す
ぐ
に
挫
折
し
た
り
諦

め
た
り
せ
ず
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
自
分
の
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き

れ
ば
、
当
然
他
人
の
気
持
ち
も
よ
く

理
解
で
き
、
周
囲
と
の
関
係
性
を
意

識
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
に
出
て
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
役
立
ち
ま

す
。

　

日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
、「
あ
な
た
は
ど
う
思
う
？
」

「
ど
う
し
た
ら
い
い
と
思
う
？
」
と

常
に
子
ど
も
に
考
え
さ
せ
、
判
断
さ

せ
る
声
が
け
に
よ
り
、
子
ど
も
の
メ

タ
認
知
能
力
は
ど
ん
ど
ん
高
く
な
る

よ
う
で
す
。
早
速
、
私
は
声
が
け

を
実
践
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

皆
様
も
お
試
し
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ち
な
み
に
こ
の
能
力
は
ス
ポ
ー

ツ
選
手
で
は
イ
チ
ロ
ー
が
秀
で
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
県
高
Ｐ
連
は
、
子
ど
も
た

ち
が
成
長
し
、
将
来
に
向
か
っ
て
可

能
性
を
広
げ
充
実
し
た
高
校
生
活
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
へ

�

愛
知
県
知
事　

大　

村　

秀　

章

　

自
分
を
客
観
的
に
見
る
力

　
　

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
副
会
長　

渡　

邉　

修　

造

　

知
事
並
び
に
、
教
育
長

を
は
じ
め
と
し
た
教
育
委

員
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
、
P
T
A

活
動
と
県
立
学
校
の
教
育

の
充
実
の
た
め
に
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
29
年
7
月

6
日
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
愛
知
県
公
立
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
以
下

高
Ｐ
連
）
の
林
会
長
を
は

じ
め
役
員
5
名
で
、
今
年
度
の
役
員
就

任
の
挨
拶
及
び
活
動
報
告
の
た
め
、
知

事
表
敬
訪
問
を
実
施
し
、
短
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
高
Ｐ
連
の
活
動
に
つ

い
て
、
知
事
と
率
直
な
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
始
め
た
、「
互
い

に
学
び
、
楽
し
く
つ
な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
」
や
、
会
員
の
皆
様
が
高
Ｐ
連
に
対

し
て
よ
り
一
層
親
し
み
を
も
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
平
成
28
年
12
月
発
行
の

「
高
Ｐ
連
だ
よ
り
88
号
」
か
ら
紙
面
を

大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
事
等
を
ご

説
明
し
ま
し
た
。

　

特
に
「
高
Ｐ
連
だ
よ
り
」
は
、
興
味

を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
、
分
か
り
や
す

い
紙
面
を
目
指
し
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
を
敢
え
て
紙
面
中
央
に
掲
載
し
、

正
解
者
に
は
県
立
学
校
の
生
徒
が
商
品

化
し
た
品
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
こ
と

も
話
題
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
、
知
事
か

ら
は
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
と
も
に
高

Ｐ
連
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
す
る
と

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
敬
訪
問
以
外
に
も
平
成
29

年
8
月
7
日
に
は
校
長
会
と
共
に
、
教

育
委
員
会
に
対
し
て
平
成
30
年
度
予
算

に
対
す
る
要
望
を
行
い
、
災
害
に
対
す

る
備
え
の
充
実
や
、
教
育
活
動
を
円
滑

に
行
う
た
め
に
十
分
な
予
算
確
保
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
愛
知
県
は
生
徒
一
人
当
た
り

の
教
育
予
算
が
全
国
的
に
み
て
も
下
位

グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
せ
め
て
全
国
平
均

レ
ベ
ル
に
予
算
を
増
額
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
徒
の
学
習
環
境
の
改
善
と

教
育
活
動
の
充
実
に
向
け
て
尽
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

知事への表敬訪問
　

７
月
12
日（
水
）、
高
Ｐ
連
理
事
会

の
席
で
春
日
井
工
業
高
校
、
美
和
高

校
、
半
田
東
高
校
、
三
好
高
校
、
豊

橋
東
高
校
の
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
そ
れ
ぞ
れ

10
万
円
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
助
成
す

る
た
め
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
16
日（
金
）
に
三
重
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
東
海
四

県
か
ら
１
、４
２
１
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

○
講
演

　
「
で
っ
か
い
子
育
て
人
育
て
」

　

�

中
村　

文
昭
氏
（�

有
限
会
社
ク
ロ

フ
ネ
カ
ン
パ
ニ
ー
）

○
研
究
協
議

　
「
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

　
　
　

岐
阜
県
立
中
津
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
「
生
徒
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

　
　
　

��

愛
知
県
立
春
日
井
工
業
高
校

Ｐ
Ｔ
Ａ

○
来
年
度
の
東
海
大
会
は
愛
知
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

期
日
：
平
成
30
年
６
月
22
日（
金
）

　

会
場
：��

刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

平
成
30
年
８
月
20
日（
月
）、
21
日

（
火
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
：
佐
賀
県
総
合
体
育
館
（
佐
賀

市
）
他

　

例
年
と
日
程
が
違
っ
て
い
ま
す
の

で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
参
加
申
込
み
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
御
協

力
頂
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
２9
年
度
東
海
大
会
報
告

来
年
度
の
第
６8
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
佐
賀
大
会
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

愛
知
県
教
育
公
務
員
弘
済
会
奨
励
金

愛知県高P連 検索
http://www.aichikoupren.org

◆事務局◆
名古屋市中区新栄一丁目４９番１０号

愛知県教育会館６階
TEL：〈０５２〉２６１−５８８６
FAX：〈０５２〉２４１−７０４８

【印　刷】
手島印刷株式会社
TEL：〈０５２〉５２２−１６３５
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2017
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タ
テ
の
カ
ギ

 

① 

野
球
で
左
投
げ
投
手
の
こ
と

 

② 

子
羊
の
こ
と

 

③ 

お
造
り
と
も
い
う

 

⑤ 

果
物
や
野
菜
な
ど
の
出
さ
か
り
の
頃
。

ピ
ー
ク

 

⑦ 

ニ
等
の
メ
ダ
ル
は
こ
れ

 

⑨ 

苦
あ
れ
ば
こ
れ
が
あ
る

 

⑪ 

絵
や
写
真
を
用
い
た
解
説
書
物
。昆
虫
、

動
物
、
植
物
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ
る

 

⑭ 

成
長
の
早
い
植
物
。
昔
は
棒
高
跳
び
の

ポ
ー
ル
に
も
使
わ
れ
た

ヨコのカギ
 ① 昔は電報で届いた嬉しい知らせ
 ④ 居所が悪いと不機嫌になります
 ⑥ 花粉症の原因の一つ
 ⑧ 現在、過去、○○
 ⑩ 柑橘系の調味料。お鍋にはコレという人
も多い

 ⑫ 無さそうに見える人でも七つはあるとか
 ⑬ 凝ると辛い
 ⑮ 小麦粉に牛乳や卵などを加えて丸く平ら
に焼いたもの

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
・
ご
住
所
・
ご
氏
名
・

所
属
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
明
記
の
う
え
、

〒
４
６
０

−

０
０
０
７

名
古
屋
市
中
区
新
栄
１

−

４９

−

１０

愛
知
県
教
育
会
館
六
階

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
締
切
：
１
月
２０
日
消
印
有
効
】

　

答
え
は
２
月
中
旬
に
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
正
解
者
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
で
十
名
様
）
に
は
、
佐
屋
高
校
生
が

ア
ヒ
ル
農
法
（
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
）

で
栽
培
し
た
米
の
米
糠
エ
キ
ス
か
ら
作
り

出
し
た
「
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
保
湿
ク
リ
ー
ム
」
を

発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応　

募　

方　

法

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　の
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
？
（
答
え
に
な
り
ま
す
）
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本
校
は
、
昭
和
三
十

五
年
名
古
屋
市
守

山
区
に
商
業
高
校
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

三
十
年
度
か
ら
は
、「
県

立
高
等
学
校
教
育
推
進
基

本
計
画
（
高
等
学
校
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
）」（
平
成
二
十

七
年
三
月
二
十
四
日
）
に

基
づ
き
学
科
改
編
が
行
わ

れ
、
新
た
に
総
合
学
科
と

な
り
ま
す
。
半
世
紀
を
超

え
る
商
業
高
校
と
し
て
の

歴
史
の
上
に
、
今
後
は
総

合
高
校
と
し
て
の
新
た
な

歴
史
を
刻
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
現
在
、

役
員
会
・
理
事
会
及
び
文
化
・

研
修
・
企
画
の
三
つ
の
委
員

会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
活
動
と
し
て
は
、

ま
ず
、
防
災
訓
練
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
毎
年
十
月
中
旬

に
、
自
衛
隊
・
名
古
屋
市
消

防
局
等
の
協
力
を
得
て
、
炊

本
校
は
、
昭
和
三
十
八

年
四
月
、
戦
後
生
ま

れ
の
高
校
入
学
希
望
者
急
増

期
に
、
普
通
科
家
政
科
併

設
の
新
設
高
校
と
し
て
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
四

年
に
は
創
立
五
十
周
年
を
迎

え
、
半
世
紀
を
超
え
る
歴
史

の
中
で
、
常
に
東
三
河
地
域

の
期
待
と
信
頼
に
応
え
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
各
学
年
普

通
科
六
ク
ラ
ス
、
生
活
文

化
科（
平
成
七
年
に
改
称
）

二
ク
ラ
ス
、
全
校
二
十
四

ク
ラ
ス
の
編
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

普
通
科
の
生
徒
の
大
多

数
は
、
四
年
制
大
学
を
目

指
し
、
学
業
と
部
活
動
を

両
立
し
て
充
実
し
た
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。
生
活

文
化
科
は
、
二
年
次
か
ら

フ
ー
ド
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

ラ
イ
フ
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

生
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
で
専
門
性
を
磨
い
て

い
ま
す
。

き
出
し
訓
練
も
含
め
た
大
規
模
な
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
、

自
衛
隊
に
よ
る
災
害
救
助
パ
ネ
ル
の
展

示
、
起
震
車
体
験
、
教
室
で
の
煙
体
験

等
を
行
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
、

自
衛
隊
の
方
々
と
協
力
し
て
、
炊
き
出

し
の
ご
飯
を
に
ぎ
り
、
生
徒
に
試
食
し

て
も
ら
う
と
い
う
活
動
の
補
助
を
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
達
が
避
難
訓
練
を
す

る
様
子
を
見
た
り
、
自
衛
隊
の
方
に
よ

る
講
話
を
聞
け
た
り
と
、
と
て
も
充
実

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
評
議
員
会
は
四
つ
の
専
門
委
員
会

に
分
か
れ
て
お
り
、
交
通
安
全
街
頭
指

導
、大
学
見
学
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
（
今

年
度
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
）、
文
化
祭
バ

ザ
ー
な
ど
、
各
委
員
会
の
特
色
を
生
か

し
た
企
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

育
っ
た
「
ど
根
性
ひ
ま
わ
り
」
を
昨
年

度
よ
り
生
徒
と
協
力
し
て
育
て
て
い
ま

す
。
今
年
も
本
校
中
庭
に
咲
い
た
七
世

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
名
古
屋
市
守

山
区
に
あ
る
「
歴
史
の
里
」
の
Ｐ
Ｒ
を
、

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
協
力
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
「
し

だ
み
こ
ち
ゃ
ん
」
と
と
も
に
文
化
祭
行

事
等
で
「
歴
史
の
里
」
を
広
め
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
先
生
方
と
協
力
し
て
、
子
ど

も
達
の
成
長
の
た
め
に
楽
し
み
な
が
ら

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
ひ
ま
わ
り
が
、
生
徒
達
に
勇
気
と
希

望
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
会
員
の
熱
意
と
協
力
に

よ
り
、
本
年
度
は
全
国
高
Ｐ
連
静
岡
大

会
で
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
先
生
方
と
の
連
携
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
よ
り
良

い
学
校
生
活
作
り
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
一
層
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

バレーボール一色の前期球技大会

炊き出し訓練手伝い文化祭バザー

「歴史の里」ＰＲ活動

これからの社会に向けて
愛知県教育委員会 生涯学習課

愛知県立 豊丘高等学校 PTA 愛知県立 緑丘商業高等学校 PTA学 校 紹 介

公益財団法人 愛知県教育・スポーツ振興財団

☎ 052−261−9
ク ロ ー ナ イ

671
教 育 相 談

高
校
生
か
ら
の
相
談
内
容

　

平
成
28
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
か

ら
の
相
談
は
４
５
８
件
で
、全
体
の
約
４
・

４
％
で
し
た
。

　

主
な
相
談
は
「
学
校
生
活
」
や
「
男
女

交
際
に
関
す
る
相
談
」
で
、
高
校
生
か
ら

の
相
談
の
約
20
％
を
占
め
ま
す
。

　

や
は
り
、「
学
校
生
活
」
の
相
談
に
は
、

進
路
の
こ
と
、
友
人
の
こ
と
、
部
活
の
こ

と
な
ど
多
く
の
要
素
が
あ
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

高
校
生
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
内
容

　

平
成
28
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
の

保
護
者
か
ら
の
相
談
は
５
５
４
件
で
、
全

体
の
約
５
・
３
％
で
し
た
。

　

最
も
多
い
相
談
は
「
性
格
や
行
動
に
関

す
る
相
談
」
で
１
８
５
件
あ
り
、
高
校
生

の
保
護
者
か
ら
の
相
談
の
約
33
％
を
占
め

ま
す
。

　

こ
の
「
性
格
や
行
動
に
関
す
る
相
談
」

に
は
、
不
登
校
の
問
題
や
発
達
障
害
に
関

す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。　

二
番

目
に
多
い
相
談
は
、
子
ど
も
の
「
学
校
生

活
に
関
す
る
相
談
」
で
１
０
６
件
・
約

19
％
で
す
。

　

三
番
目
が
「
進
路
・
適
性
に
関
す
る
相

談
」
で
90
件
・
約
16
％
で
す
。
多
く
の
保

護
者
が
悩
み
を
解
消
で
き
る
糸
口
を
模
索

し
て
お
り
ま
す
。

お 知 ら せ
　当財団では、この電話相談のほかに
も「不登校」と「発達障害」をテーマ
に、専門家を講師に迎えて、保護者が
基礎的な知識や子どもへの対応の方法
を学ぶ面接相談事業を実施しています。
　関心のある方は下記のホームページ
をご覧ください。

あいち教育スポーツ 検索

　
「
教
育
相
談
こ
こ
ろ
の
電
話
」
は
、
青
少
年
と
そ
の
保
護
者
を
主
な
対
象
と
し

た
電
話
相
談
で
す
。
相
談
を
通
し
て
、
不
安
や
悩
み
の
自
主
的
な
解
決
を
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
１
０
、５
１
３
件
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
相
談
を
受
け
る
の
は
、研
修
を
積
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
で
す
。

名
前
を
告
げ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
内
容
が
周
囲
に
知
ら
れ
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
で
す
。（
た
だ
し
、
年
末
年
始

は
除
き
ま
す
。）

　

み
な
さ
ま
初
め
ま
し
て
、
広
報
委
員
長
の
渡
邉

と
申
し
ま
す
。日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
・

ご
協
力
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
回
第
90
号
高
Ｐ
連
だ
よ
り
の
編
集
に
あ
た

り
、
広
報
委
員
会
を
都
合
３
回
開
催
し
、
昨
年
度

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
編
集
方
針
を
継
続
し
よ
う
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
、
ま

た
で
き
る
だ
け

多
く
の
学
校
の

こ
と
を
紹
介
で

き
る
よ
う
、
学

校
紹
介
の
欄
の

確
保
等
引
き
続

き
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。

編
集
後
記

　内閣府の「平成27年版高齢社会白書」によると、65歳以上
の高齢者人口は、過去最高の3,300万人、総人口に占める割合（高
齢化率）も26.0％と過去最高となっています。また、現在の高
校生が60歳前後に達する2060年には、高齢化率が39.9％に達
し、少子化も同時に進むため、日本の総人口が8,000万人台に
なるという推計もあります。
　その時の社会では、生産者人口が減少する中、高齢化の進行
に伴う医療や介護の負担が急増し、高齢者を支える側の世代が
不足する可能性が高いということが指摘されています。では、
この先、そうした社会を生き抜いていく今の高校生達には、ど
のような力が求められるのでしょうか。
　平成28年５月30日に示された中央教育審議会答申では、「地
域社会が住民の力を総合して地域の課題を解決することが求め
られている。」「高齢者も含め一人一人が生き生きと自己実現を
図りながら、その学習成果を適切に活用して、社会参画すると
いった個人の自立や地域社会の共助に向けた取組が一層必要と
なっている。」と述べられており、これからの質的に大転換し
ていく社会では、個人が学び続け、その知識を社会に還元しつ
つ、地域はつながりながらその課題を解決していくことが重要
であると指摘しています。
　本課では、そのような来たるべき社会に対応して、生涯学習
情報システム「学びネットあいち」による学習情報の提供や、
子供たちの豊かな人間性や多様な個性を育むうえで重要な文化
芸術振興の一環として、愛知県高等学校総合文化祭「アートフェ
スタ」の実施、子供の読書活動の推進に向けた施策の実施など、
学び続ける県民に対する支援を行っています。また、児童生徒
の不登校等に対する相談活動の実施、地域の方々などによる家
庭教育支援、「放課後子供教室」による地域住民等の協働と放
課後の子供たちの居場所対策、中学校卒業後の進路未定者や高
等学校中退者に対しての高卒認定試験合格等を目指した「若者・
外国人未来応援事業」の実施等、様々な事業を通して学校・家
庭・地域の連携と協働を図り、子供たちの心豊かでたくましい
成長の一助となるよう努めています。
　各校のＰＴＡの皆様におかれましては、社会全体で子供の教
育を担っていくために、今後も多様な立場で子供や地域に関
わっていただきますようお願い申し上げます。

委
員
長　

渡
邉
修
造�

（
半　
　

田
）

委　

員　

山
田
久
代�

（
佐　
　

屋
）

�

長
谷
川
勝
広�

（
緑
丘
商
業
）

�

植
田
康
裕�

（
鶴
城
丘
）

�

船
井
雅
明�

（
豊　
　

丘
）

広 報 委 員

広
報
委
員
会
風
景


